
180　　決定的な得点の機会の阻止に関する図解

図 １ - ４  手による得点または決定的な得点の機会の阻止
図 ５ -10 決定的な得点の機会の阻止
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手による得点または決定的な得点の機会の阻止　　181

図 １

攻撃側競技者がシュートした
が、ゴールキーパー以外の守
備側競技者がボールを手で扱
ってゴールの外に出して、得
点を防いだ。

　この反則は第12条の退場となる反則の第 1 項目にある「ハンドの反則を行い、相手チ
ームの得点を阻止」したものであり、阻止した競技者は退場を命じられる。
　なお、守備側競技者がハンドの反則を行ったがボールがゴールに入ったときは得点が
認められる。この場合、〝得点を阻止＂することができなかったので、退場は命じられ
ないが、反スポーツ的行為を行ったので、警告される。

図 ２

攻撃競技者は前方に抜け出て
シュートを放ち、決定的な得
点の機会を得ている。そこに
ゴールキーパーがペナルティ
ーエリアから飛び出して、エ
リアの外で手を用いてボール
をはじいた。

　この反則は第12条の退場となる反則の第 1 項目にある「ハンドの反則を行い、相手チ
ームの決定的な得点の機会を阻止」したものであり、阻止したゴールキーパーは退場を
命じられる。
　なお、はじいたボールが直接ゴールに入ったときは得点が認められる。この場合、

〝得点を阻止＂することができなかったので、退場は命じられないが、反スポーツ的行
為を行ったので、警告される。
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182　　手による得点または決定的な得点の機会の阻止

図 ３

攻撃側競技者がボールをけり、
ペナルティーエリア内にいる
守備側競技者がボールを手で
扱ってペナルティーキックが
与えられた。

　攻撃側競技者は決定的な得点の機会を得ていないので、第12条の退場となる反則の第
1 項目にある「ハンドの反則を行い、相手チームの決定的な得点の機会を阻止」にはあ
たらないので退場を命じられることはない。

図 ４

攻撃側競技者が、ゴールキー
パーのいないゴールに向かっ
てシュートを放った。これを
守備側競技者が意図的に手で
はじき、決定的な得点の機会
を阻止した。

　この反則は第12条の退場となる反則の第 1 項目にある「ハンドの反則を行い、相手チ
ームの決定的な得点の機会を阻止」したものであり、阻止したこの守備側競技者は退場
を命じられる。
　なお、はじいたボールがゴールに入ったときは得点が認められる。この場合、〝得点
を阻止＂することができなかったので、退場は命じられないが、反スポーツ的行為を行
ったので、警告される。
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図 ５

攻撃側競技者がゴールに向か
ってボールをドリブルしてい
るところを守備側競技者がつ
まずかせて、その進行を止め
た。

　この攻撃側競技者の前方にはゴールキーパーがゴールを守っており、決定的な得点の
機会を得ている状況にあったとは言えないので、相手競技者をつまずかせる反則を行っ
た守備側競技者は退場を命じられない。

図 ６

攻撃側競技者がゴールに向か
ってボールをドリブルしてい
るところを守備側競技者がつ
まずかせて、その進行を止め
た。

　この攻撃側競技者の前方には、ゴールキーパーの他に守備側競技者もおり、決定的な
得点の機会を得ている状況にあったとは言えないので、相手競技者をつまずかせる反則
を行った守備側競技者は退場を命じられない。
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184　　決定的な得点の機会の阻止

図 ７

攻撃側競技者がゴールキーパ
ーの前でゴールに向かってい
る味方競技者にパスをしたと
ころ、守備側競技者がパスを
受ける直前にその競技者を押
し倒した。

　ゴールはゴールキーパーに守られておらず、パスを受け取ろうとした攻撃側競技者は
決定的な得点の機会を得ていた状況にあり、この競技者を倒した守備側競技者は、競技
規則第12条の退場となる反則の第 2 項にある「決定的な得点の機会を阻止した」ことに
より、退場が命じられる。

図 ８

攻撃側競技者が味方競技者か
らパスを受け、ゴールに向か
ってドリブルし、相手ゴール
キーパーと １対 １になったと
ころ、ゴールキーパーが相手
競技者を押さえたことによっ
てその進行を止められた。

　ゴールキーパーは自分のペナルティーエリアを出ておりゴールは守られておらず、ボ
ールをドリブルしていた攻撃側競技者は決定的な得点の機会を得ていた状況にあり、ゴ
ールキーパーはこの競技者の進行をフリーキックとなる反則で止めたので、競技規則第
12条の退場となる反則の第 2 項にある「決定的な得点の機会を阻止した」ことにより、
退場が命じられる。
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決定的な得点の機会の阻止　　185

図 ９

攻撃側競技者がパスを受けペ
ナルティーエリア内に入り相
手ゴールキーパーと １対 １に
なったが、そこでドリブルを
コーナー方向に変えたところ、
ゴールキーパーが後方から手
でつまずかせた。

　この攻撃側競技者のドリブルの方向はゴールに向かっておらず、競技規則第12条の退
場となる反則の第 2 項にある「決定的な得点の機会を得ている状況」にあったとは言え
ないので、ペナルティーキックは与えられるが相手競技者をつまずかせる反則を行った
ゴールキーパーは退場を命じられない。

図10

パスを受けペナルティーエリ
アの外側をタッチラインに沿
ってドリブルしていた攻撃側
競技者に向かって守備側競技
者がつまずかせた。

　この攻撃側競技者のドリブルの方向はゴールに向かっておらず、競技規則第12条の退
場となる反則の第 ２ 項にある「決定的な得点の機会を得ている状況」にあったとは言え
ないので、相手競技者をつまずかせる反則を行った守備側競技者は退場を命じられない。
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